
リハビリテーションの推移

　一般病棟は全体的に件数は維持していたが癌リハビリテーションにおける化学療法は、専属の担当医が
移動となり件数減少となった。地域包括ケア病棟は平均2単位を維持しており件数単位数も変動無かった。
　外来リハビリテーションの受け入れは一昨年と同レベルになった。これはコロナ感染対策として入院患者と
外来患者の交差を防ぐ観点から外来診療を制限したことによるものと考える。
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